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長岡京市水道事業ガイドライン
に基づく業務指標(PI)の試算
平成 24 年度版
長岡京市水道事業
１
業務指標の活用について
我が国の水道のあるべき将来像を示した「水道ビジョン」が、平成 16 年 6
月に厚生労働省から発表され、平成 17 年 10 月には、この方針を踏まえて、
各水道事業体が水道の現状と将来を分析・評価のうえ目指すべき将来像を描
き、その実現方策を含めた「地域水道ビジョン」の作成と施策の着実な実施
が求められました。
また、この分析・評価にあたっては、平成 17 年 1 月に日本水道協会規格と
して策定された「水道事業ガイドライン」に基づく業務指標を活用すること
が有効とされました。
本市では「長岡京市水道事業懇談会」の提言を受けて平成 17 年 2 月に策定
した「長岡京市水道事業経営改善計画（平成 17 年度～21 年度）」を当面「地
域水道ビジョン」と位置づけ、事業運営の基本としてきました。この「長岡
京市水道事業経営改善計画」は平成 21 年度で終了することから、平成 22 年
度以降の水道事業運営や施設の更新などの根幹的な課題について明確な方向
を示す「長岡京市水道ビジョン（平成 22 年度～31 年度）
」を平成 21 年 6 月 1
日付けで策定しました。
平成 22 年度からはこの「長岡京市水道ビジョン」に基づき平成 26 年度ま
でを計画期間とした「長岡京市水道事業中期経営計画」を策定し、具体的に
実施事業や財政計画を定め事業運営しています。
ガイドラインの業務指標は、全国共通の定量化された数値で、各水道事業
体の事業経営状況を客観的に分析できることから、事業経営の分析や改善に
役立つものであり、策定した「長岡京市水道ビジョン」の中でも事業経営の
具体的な目標数値として有効的に活用しています。
２
業務指標値の主な結果
本市のガイドライン業務指標値の試算については、データ収集の関係から
府営水道受水開始以前の平成 10 年度、及び平成 15 年度以降について算定し
ています。算定基礎となるデータの取り扱いについては、常に最新の考え方
で修正し、算定結果をホームページ等で公表しています。
受水開始前の平成 10 年度、及びガイドライン制定前（改善計画実施前）
の平成 15 年度並びに直近 2 年度の主な試算からみた、現状の事業内容の分
析と今後の課題は次のとおりです。
（１） 安心
水資源の保全に関する「1002 水源余裕率」は、府営水道の受水に伴い平成
10 年度の 16.6％から、平成 15 年度には 25.2％へ改善しました。東浄水場・東
第 2 浄水場の統合に伴い確保している水源水量が減少したことから平成 23 年
度は 26.9％、平成 24 年度は若干一日最大配水量が減少したことから 29.2％と
なっています。
また、「1117 鉛製給水管率」については、平成元年以前の給水管状態（鉛管
のまま）となっている件数割合は、平成 15 年度の 32.2％から、平成 24 年度の
17.6％へ緩やかではありますが一定の改善がされています。安全性をより高め
るため、平成 19 年度から鉛製給水管の更新工事を単独事業として計画的に実
施しています。
なお、宅地内などに鉛管が一部残っている場合もあり、全ての鉛製給水管を
更新するためには、使用者の理解と協力が不可欠なものと考えます。
（２）安定
連続した水道水の供給では、
「2004 配水池貯留能力」は、平成 10 年度が 1.09
日、平成 15 年度が 1.07 日、北配水池築造工事関係により平成 24 年度が 1.01
日となっており、給水区域全域を対象とした場合は、水道施設設計指針での基
準以上（容量については 12 時間分を標準とする）を確保されています。
しかし、給水区域別で見ると能力的なばらつきもあります。施設の耐震化・
老朽施設の更新も勘案のうえ取り組んでいる北・長法寺給水区域の統合事業で
は、全体のバランスを考えた給水区域変更も同時に実施しています。
「2103 経年化管路率」については、平成 23 年度が 3.3%、平成 24 年度の時
点ではまだ 4.6％と良好な数値となっています。しかし、昭和 40～50 年代にか
けて大きく事業拡張した時期に布設した水道管の耐用年数が目前に迫っており
一気に悪化する可能性があります。この指標については、今後の水道施設整備
の方向性を明らかにしていく管路更新計画の策定に活用できる指標と考えてい
ます。
将来への蓄えでは、「2104 管路更新率」は、平成 10 年度が 1.73％と比較的
に良好であったのに対し、平成 15 年度 0.58％、平成 23 年度が 0.65％、平成
24 年度は 0.78％と低くなっています。これは、公共下水道工事に伴う布設替
工事の大幅な減少が影響しています。管路の更新が 50 年周期と仮定すると毎
年 2％程度の更新が必要となり、この状態が今後も続いた場合、将来的には実
質的な耐用年数による管路更新が出来ないことになります。
リスク管理では、「2209 配水池耐震施設率」について、平成 18 年度に奥ノ
院第１配水池（800 ㎥）の耐震補強を実施した結果、以前の 39.6%から平成 24
年度には 50.4%に改善されました。また、老朽化が顕著な北及び長法寺配水池
については、効率的な事業運営に向けた給水区域統合を行うため、更新・耐震
化に着手しています。
「2210 管路の耐震化率」は、平成 10 年度の 0.5％に対して、平成 15 年度が
2.3％、平成 23 年度は 7.5％、平成 24 年度は 9.0％と順調に向上しており一定
の評価ができます。特に、送水管や口径 300 ㎜以上の配水管等については基幹
管路として「水道ビジョン」で別途目標を定め計画的に耐震化に取り組んでい
ます。本市の西部地区や周辺には、西山断層及び高畑断層や金ヶ原断層等の活
断層が多く存在しており、これらを考慮し、地震などの災害に強い水道施設の
構築に向けて、「2104 管路の更新率」と併せて、効率よく管路の耐震化を推進
していく必要があります。
（３）持続
「3002 経常収支比率」は、府営水道受水後赤字経営が続き平成 15 年度は
98.6％でした。しかし、今回の表には記載されていませんが、平成 17 年度に
は料金改定の効果もあり受水開始後初めて 100.2％と黒字になりました。さら
に効率的な事業運営を行うため、計画的に配水池の統合及び給水区域の統合を
進めていることに伴い平成 23 年度は 99.6％と悪化しましたが、平成 24 年度は
103.4％と好転しました。
また、
「3012 給水収益に対する企業債残高の割合」は、平成 10 年度の 356.3％
から、平成 23 年度には 217.6％と減少し、水道事業経営の健全度がうかがえま
す。平成 24 年度は、222.5％と割合が若干悪化しましたが、この指標は企業債
残高が過大となり、企業債償還金や企業債利息の負担が経営を圧迫しないよう
一定の水準を管理するもので、これからも適正水準を維持していきます。
一方、水道技術の伝承等の項目である、「3106 水道業務経験年数度」は、平
成 10 年度の 17.2 年/人から平成 2４年度の 20.0 年/人と増加しておりますが、
分母となる職員数の減少や職員構成の硬直化が見受けられます。
維持管理部門における緊急時対応職員の確保や、現有施設の特性を最大限有
効利用するための技術職員の養成が大きな課題となっています。なお、本市で
は、技術職だけでなく、事務職についても経理事務や経営手法などの水道技術
伝承が必要であるととらえ、職員の養成に努めています。
「3109 職員一人当たり配水量」は、平成 10 年度の 232,840 ㎥/人から職員数
の削減に伴い平成 24 年度は 395,137 ㎥/人へ増加しており、この指標からは事
業効率が好転しているものと考えられます。
（４）環境
地球温暖化防止、環境保全への貢献度では、
「4002
配水量 1ｍ３当たりの消
費エネルギー」は、平成 10 年度の 3.68MJ/ｍ３から平成 24 年度の 2.34MJ/ｍ３
へ減少しました。これは府営水道の受水に伴い、不要となった取水・浄水施設
の廃止により、環境面での効率化が大きく図られたものであります。環境負荷
低減については、水道事業だけではなく｢長岡京市地球温暖化防止計画｣なども
勘案しつつ、18 年度に完成した太陽光発電施設の稼働や、府営水道の残水圧の
持つエネルギーの有効利用など多方面から検討する必要があります。
健全な水環境では、「4101 地下水率」は、平成 10 年度の 100％から平成 15
年度が 53.8％、平成 24 年度が 52.4％と低下していますが、これは、府営水道
の受水が地下水涵養に貢献しているものと考えられます。
（５）管理
適正な維持管理では、「5103 管路の事故割合」は、平成 10 年度の 19.0 件
/100km から平成 24 年度の 6.5 件/100km へ改善されています。
また、「5106 給水管の事故割合」は、平成 10 年度の 18.5 件/1000 件から、
平成 24 年度の 4.7 件/1000 件へと改善されています。これらの指標値は、配水
管等の管路や給水管の更新事業の推進に伴い順調に改善されているものと考え
られます。
「5107 漏水率」については、平成 10 年度の 9.1％から、平成 24 年度は 6.5％
へ改善されています。今後も鉛製給水管の取替等に伴い改善が見込まれる一方、
経年管の増加に伴う幹線等の大きな漏水が発生した場合には、一気に数値が悪
化する懸念もあるため、計画的に更新していく必要があります。
１．安心：すべての国民が安心しておいしく飲める水道水の供給
番号
指　標　項　目
単　位
業　務　指　標　の　定　義
H10
H15
H23
H24
ａ）水資源の保全
1001
水源利用率
％
（一日平均給水量/確保している水源水量）
×100
73.8
67.7
68.9
67.7
1002
水源余裕率
％
[（確保している水源水量/一日最大配水量）
－1]×100
16.6
25.2
26.9
29.2
1003
原水有効利用率
％
（年間有効水量/年間取水量）×100
88.5
92.4
93.3
93.3
1004
自己保有水源率
％
（自己保有水源水量/全水源水量）×100
100.0
43.0
35.0
35.0
1005
取水量１ｍ３当たり水源保
全投資額
0
0
0
0
*63
*63
*63
*63
81.8
80.9
80.9
80.9
0
0
0.181
0.185
0
0
0
0
95
90
3
円/m
水源保全に投資した費用/その流域からの
取水量
ｂ）水源から給水栓までの水質管理
1101
原水水質監視度
1102
水質検査箇所密度
箇所
（水質検査採水箇所数/給水区域面積）×
/100km2 100
1103
連続自動水質監視度
台/
（連続自動水質監視装置設置数/一日平均
1000m3/ 配水量）×1000
日
1104
水質基準不適合率
％
（水質基準不適合回数/全検査回数）×100
1105
カビ臭から見たおいしい水
達成率
％
[（1－ジェオスミン最大濃度/水質基準値）＋
（1－2-メチルイソボルネオール最大濃度/
水質基準値）]/2×100
1106
塩素臭から見たおいしい水
達成率
％
[1－(年間残留塩素最大濃度－残留塩素水
質管理目標値）/残留塩素水質管理目標値]
×100
0
0
0
0
1107
総トリハロメタン濃度水質
基準比
％
（総トリハロメタン最大濃度/総トリハロメタン
濃度水質基準値）×100
23
40
40
30
1108
有機物（ＴＯＣ）濃度水質基
準比
％
（有機物最大濃度/有機物水質基準値）×
100
30
33
1109
農薬濃度水質管理目標比
％
Σ （各農薬の給水栓での年間測定最大濃
度/各農薬の管理目標値）/水道事業体の
水質検査計画書に記載の農薬の数×100
0
0
0
0
1110
重金属濃度水質基準比
％
Σ （各重金属の給水栓での年間測定最大
濃度/各重金属の水質基準値）/6×100
3
10
6.7
10
1111
無機物質濃度水質基準比
％
Σ （各無機物質の給水栓での年間測定最
大濃度/各無機物質の水質基準値）/6×
100
19
14
9.6
9.4
1112
有機物質濃度水質基準比
％
Σ （各有機物質の給水栓での年間測定最
大濃度/各有機物質の水質基準値）/4×
100
*27
*0
0
0
1113
有機塩素化学物質濃度水
質基準比
％
Σ （各有機塩素化学物質の給水栓での年
間測定最大濃度/各有機塩素化学物質の
水質基準値）/9×100
5
0
0
0
1114
消毒副生成物濃度水質基
準比
％
Σ （各消毒副生成物の給水栓での年間測
定最大濃度/各消毒副生成物の管理目標
値）/5×100
*0
*3
6
5
項目
原水水質監視項目数
-
-
-
-
番号
指　標　項　目
単　位
業　務　指　標　の　定　義
H10
H15
H23
H24
98.1
97.6
97.5
97.7
（年間活性炭投入日数/年間日数）×100
0
0
0
0
（鉛製給水管使用件数/給水件数）×100
データなし
32.2
19.4
17.6
1115
直結給水率
％
（直結給水件数/給水件数）×100
1116
活性炭投入率
％
1117
鉛製給水管率
％
２．安定：いつでもどこでも安定的に生活用水を確保
番号
指　標　項　目
単　位
業　務　指　標　の　定　義
Ｌ/人
[(配水池総容量（緊急貯水槽容量は除く）×
1/2＋緊急貯水槽容量）/給水人口]×1000
H10
H15
H23
H24
ａ）連続した水道水の供給
2001
給水人口一人当たり貯留
飲料水量
2002
給水人口一人当たり配水
量
2003
浄水予備力確保率
％
2004
配水池貯留能力
2005
214
211
205
171
394
397
345
338
[(全浄水場施設能力－一日最大浄水量）/
全浄水場施設能力]×100
14.2
14.3
21.2
22.6
日
配水池総容量/一日平均配水量
1.09
1.07
1.19
1.01
給水制限数
日
年間給水制限日数
0
0
0
0
2006
普及率
％
(給水人口/給水区域内人口)×100
99.9
100
100
100
2007
配水管延長密度
km/km
配水管延長/給水区域面積
17.8
18.9
20.4
20.6
2008
水道メータ密度
個/km
水道メータ数/配水管延長
106
103
104
104
0
0
0
0
48.4
58.8
30.8
30.8
Ｌ/日/人 (一日平均配水量/給水人口)×1000
2
ｂ）将来への備え
2101
経年化浄水施設率
％
(法定耐用年数を越えた浄水施設能力/全
浄水施設能力)×100
2102
経年化設備率
％
(経年化年数を越えている電気・機械設備数
/電気・機械設備数の総数)×100
2103
経年化管路率
％
(法定耐用年数を越えた管路延長/管路総
延長)×100
0
0.2
3.3
4.6
2104
管路更新率
％
(更新された管路延長/管路総延長)×100
1.73
0.58
0.65
0.78
2105
管路更生率
％
(更生された管路延長/管路総延長)×100
0
0
0
0
2106
バルブ更新率
％
(更新されたバルブ数/バルブ設置数)×100
2.04
0.50
0.19
0.67
2107
管路の新設率
％
(新設管路延長/管路総延長)×100
1.26
0.54
0.77
0.86
件
年間水源水質事故件数
0
0
0
0
2.6
2.1
0.0
0.0
72.8
53.4
50.8
51.7
ｃ）リスクの管理
2201
水源の水質事故数
2202
幹線管路の事故割合
2203
事故時配水量率
(幹線管路の事故件数/幹線管路延長)×
件/100km 100
％
(事故時給水量/一日平均配水量)×100
番号
指　標　項　目
単　位
業　務　指　標　の　定　義
H10
H15
H23
H24
0
0
0
0
0
8.1
8.1
8.1
(原水融通能力/受水側浄水能力)×100
0
0
0
0
％
(耐震対策の施されている浄水施設能力/全
浄水施設能力)×100
0
0
0
0
ポンプ所耐震施設率
％
(耐震対策の施されているポンプ所能力/全
ポンプ所能力)×100
0
0
0
0
2209
配水池耐震施設率
％
(耐震対策の施されている配水池容量/配水
池総容量)×100
39.2
39.6
42.1
50.4
2210
管路の耐震化率
％
(耐震管延長/管路総延長)×100
0.5
2.3
7.5
9.0
2211
薬品備蓄日数
日
平均薬品貯蔵量/一日平均使用量
26.1
25.9
20.1
18.1
2212
燃料備蓄日数
日
平均燃料貯蔵量/一日使用量
0.2
0.2
0.1
0.1
2213
給水車保有度
台/1000人 (給水車数/給水人口)×1000
0.013
0.013
0.025
0.025
2214
可搬ポリタンク・ポリパック
保有度
個/1000人
3.9
5.7
5.0
5.0
2215
3
(車載用給水タンクの総容量/給水人口)×
車載用の給水タンク保有度 m /1000 1000
人
0.058
0.058
0.081
0.081
2216
自家用発電設備容量率
％
(自家用発電設備容量/当該設備の電力総
容量)×100
22.9
22.9
29.7
32.0
2217
警報付施設率
％
(警報付施設数/全施設数)×100
75.0
73.9
100
100
2218
給水装置の凍結発生率
データなし データなし
0
0
2204
事故時給水人口率
2205
給水拠点密度
2206
系統間の原水融通率
％
2207
浄水施設耐震率
2208
％
(事故時給水人口/給水人口)×100
箇所
(配水池・緊急貯水槽数/給水区域面積)×
2
/100km 100
凡例　：
件/1000件
-
(可搬ポリタンク・ポリパック数/給水人口)×
1000
(給水装置の年間凍結件数/給水件数)×
1000
検査等実施していない。
データなし 検査等実施したが資料なし。
＊
データ等一部不確定分を含む。
３．持続：いつまでも安心できる水を安定して供給
番号
指　標　項　目
単　位
業　務　指　標　の　定　義
H10
H15
H23
H24
118.7
100.9
101.4
105.5
99.7
98.6
99.6
103.4
101.3
98.6
99.6
103.0
ａ）地域特性にあった運営基盤の強化
3001
営業収支比率
％
（営業収益/営業費用）×100
3002
経常収支比率
％
［（営業収益＋営業外収益）/（営業費用＋
営業外費用）]×100
3003
総収支比率
％
（総収益/総費用）×100
3004
累積欠損金比率
％
［累積欠損金/（営業収益－受託工事収益）]
×100
0.0
2.6
0.0
0.0
3005
繰入金比率(収益的収支
分)
％
（損益勘定繰入金/収益的収入）×100
0.4
8.4
2.3
2.4
3006
繰入金比率(資本的収支
分)
％
（資本勘定繰入金/資本的収入）×100
4.1
2.0
0.0
0.4
3007
職員一人当たり給水収益
3008
給水収益に対する職員給
与費の割合
％
（職員給与費/給水収益）×100
24.6
14.3
13.0
12.6
3009
給水収益に対する企業債
利息の割合
％
（企業債利息/給水収益）×100
19.6
11.9
4.8
4.7
3010
給水収益に対する減価償
却費の割合
％
（減価償却費/給水収益）×100
20.1
18.1
20.6
21.0
3011
給水収益に対する企業債
償還金の割合
％
（企業債償還金/給水収益）×100
15.5
15.4
12.1
11.0
3012
給水収益に対する企業債
残高の割合
％
（企業債残高/給水収益）×100
356.3
300.5
217.6
222.5
3013
料金回収率
％
（供給単価/給水原価）×100
94.4
86.9
94.1
97.9
3014
供給単価
円/ｍ
3015
給水原価
3016
千円/人 （給水収益/損益勘定所属職員数）/1000
36,413 61,590 87,607 87,658
３
給水収益/有収水量
151.1
204.5
219.4
219.1
円/ｍ
３
［経常経費－（受託工事費＋材料及び不要
品売却原価＋付帯事業費）]/有収水量
160.0
235.3
233.0
223.8
1箇月当たり家庭用料金（１
０ｍ３）
円
1箇月当たりの一般家庭用(口径13mm)の準
備料金＋10m3使用時の従量料金
1,176
1,585
1,848
1,848
3017
1箇月当たり家庭用料金（２
０ｍ３）
円
1箇月当たりの一般家庭用(口径13mm)の準
備料金＋20m3使用時の従量料金
2,278
3,003
3,265
3,265
3018
有収率
％
（有収水量/給水量）×100
88.4
90.6
91.0
91.1
3019
施設利用率
％
（一日平均給水量/一日給水能力）×100
73.8
72.6
68.9
67.7
3020
施設最大稼働率
％
（一日最大給水量/一日給水能力）×100
85.8
85.7
78.8
77.4
番号
指　標　項　目
単　位
業　務　指　標　の　定　義
3021
負荷率
％
（一日平均給水量/一日最大給水量）×100
3022
流動比率
％
（流動資産/流動負債）×100
3023
自己資本構成比率
％
[（自己資本金＋剰余金）/負債・資本合計]
×100
3024
固定比率
％
[ 固定資産/（自己資本金＋剰余金）]×100
3025
企業債償還元金対減価償
却費比率
％
（企業債償還元金/当年度減価償却費）×
100
3026
固定資産回転率
回
（営業収益－受託工事収益）/[（期首固定資
産＋期末固定資産）/2]
3027
固定資産使用効率
H10
H15
H23
H24
86.0
84.7
87.4
87.4
587.8
418.0
604.7
425.7
51.8
49.4
61.6
61.2
166.8
183.8
139.6
137.8
76.9
85.3
58.5
52.5
0.1
0.2
0.2
0.2
9.9
8.8
8.6
8.4
m3/10000 （給水量/有形固定資産）×10000
円
ｂ）水道文化・技術の継承と発展
3101
職員資格取得度
件/人
職員が取得している法定資格数/全職員数
データなし
1.7
1.7
1.6
3102
民間資格取得度
件/人
職員が取得している民間資格取得数/全職
員数
データなし
0.0
0.1
0.1
3103
外部研修時間
時間
（職員が外部研修を受けた時間・人数）/全
職員数
データなし
2.8
5.8
9.7
3104
内部研修時間
時間
（職員が内部研修を受けた時間・人数）/全
職員数
データなし
0.0
0.5
0.5
3105
技術職員率
（技術職員総数/全職員数）×100
54.2
51.4
61.5
56.0
3106
水道業務経験年数度
全職員の水道業務経験年数/全職員数
17.2
18.5
21.6
20.0
3107
技術開発職員率
％
（技術開発業務従事職員数/全職員数）×
100
0.0
0.0
0.0
0.0
3108
技術開発費率
％
（技術開発費/給水収益）×100
0.0
0.0
0.0
0.0
3109
職員一人当たり配水量
3110
職員一人当たりメータ数
3111
公傷率
％
[（公傷で休務した延べ人・日数）/（全職員
数×年間公務日数）]×100
3112
直接飲用率
％
（直接飲用回答数/直接飲用アンケート回答
数）×100
％
年/人
３
ｍ /人 年間配水量/全職員数
個/人
水道メータ数/全職員数
232,840 305,408 388,060 395,137
478
652
1,007
1,055
データなし
0.0
0.0
0.0
-
53.4
-
-
ｃ）消費者ニーズをふまえた給水サービスの充実
3201
水道事業に係わる情報の
提供度
部/件
広報誌配布部数/給水件数
2.7
6.8
4.1
4.1
番号
指　標　項　目
単　位
業　務　指　標　の　定　義
H10
H15
H23
H24
0.0
0.14
0.00
0.00
0.00
7.12
0.09
0.19
0.0
0.1
0.3
0.2
水道サービスに対する苦情 件/1000件 （水道サービス苦情件数/給水件数）×1000
割合
データなし データなし
0.24
0.00
3206
水質に対する苦情割合
件/1000件 （水質苦情件数/給水件数）×1000
データなし データなし
0.16
0.16
3207
水道料金に対する苦情割
合
件/1000件 （水道料金苦情件数/給水件数）×1000
データなし データなし
0.08
0.04
3208
監査請求数
件
年間監査請求件数
3209
情報開示請求数
件
年間情報開示請求件数
3210
職員一人当たり受付件数
3202
モニタ割合
人/1000人 （モニタ人数/給水人口）×1000
3203
アンケート情報収集割合
人/1000人 （アンケート回答人数/給水人口）×1000
3204
水道施設見学者割合
人/1000人 （見学者数/給水人口）×1000
3205
凡例　：
件/人
-
受付件数/全職員数
検査等実施していない。
データなし 検査等実施したが資料なし。
＊
データ等一部不確定分を含む。
0
0
0
0
データなし
14
1
3
91
119
154
152
４．環境：環境保全への貢献
番号
指　標　項　目
単　位
業　務　指　標　の　定　義
H10
H15
H23
H24
ａ）地球温暖化防止、環境保全への貢献
4001
配水量１ｍ３当たり電力消
費量
kWh/m
4002
配水量１ｍ３当たり消費エネ
ルギー
4003
3
全施設の電力使用量/年間配水量
1.02
0.60
0.61
0.65
MJ/m
全施設での総エネルギー消費量/年間配水
量
3.68
2.14
2.18
2.34
再生可能エネルギー利用
率
％
（再生可能エネルギー設備の電力使用量/
全施設の電力使用量）×１00
0.00
0.00
0.39
0.38
4004
浄水発生土の有効利用率
％
（有効利用土量/浄水発生土量）×１00
0
0
0
0
4005
建設副産物のリサイクル率
％
（リサイクルされた建設副産物量/建設副産
データなし データなし データなし データなし
物排出量）×１00
4006
配水量１ｍ３当たり二酸化
炭素（ＣＯ２）排出量
3
ｇ・CO2/ｍ３
[総二酸化炭素（ＣＯ２）排出量/年間配水量]
データなし データなし
×１０６
236.0
292.0
50.6
52.4
ｂ）健全な水環境
4101
地下水率
凡例　：
％
（地下水揚水量/水源利用水量）×１00
-
検査等実施していない。
データなし 検査等実施したが資料なし。
＊
データ等一部不確定分を含む。
100
53.8
５．管理：水道システムの適正な実行・業務運営及び維持管理
番号
指　標　項　目
単　位
業　務　指　標　の　定　義
H10
H15
H23
H24
ａ）適正な実行・業務運営
5001
給水圧不適正率
％
[適正な範囲になかった圧力測定箇所・日数
/（圧力測定箇所数×年間日数）]×100
5002
配水池清掃実施率
％
5003
年間ポンプ平均稼働率
％
5004
検針誤り割合
5005
料金請求誤り割合
5006
料金未納率
5007
給水停止割合
5008
検針委託率
％
（委託した水道メータ数/水道メータ数）×
100
5009
浄水場第三者委託率
％
0
0
0
0
[最近5年間に清掃した配水池容量/（配水
池総容量/5）]×100
45
91
152
183
[ポンプ運転時間の合計/（ポンプ総台数×
年間日数×24）]×100
*33.5
*29.7
件/1000
（誤検針件数/検針総件数）×1000
件
データなし
0.23
0.02
1.81
件/1000 （誤料金請求件数/料金請求総件数）×
1000
件
データなし データなし
0.03
0.03
（年度末未納料金総額/総料金収入額）×
100
22.9
28.3
7.7
8.5
8.8
8.3
1.0
0.0
0.6
0.3
100
100
100
100
（第三者委託した浄水場能力数/全浄水場
能力）×100
0
0
0
0
10年間の
10年間の浄水場停止事故件数/浄水場数
件数/箇所
0
0
0
0
74.4
78.1
79.9
80.1
19.0
14.8
5.8
6.5
6.2
7.0
4.1
3.1
56.0
42.7
32.5
30.7
18.5
11.3
4.4
4.7
9.1
7.0
6.4
6.5
45.7
33.5
25.8
25.1
0.78
0.56
0.23
0.21
％
件/1000
（給水停止件数/給水件数）×1000
件
ｂ）適正な維持管理
5101
浄水場事故割合
5102
ダクタイル鋳鉄管・鋼管率
5103
管路の事故割合
件/100km （管路の事故件数/管路総延長）×100
5104
鉄製管路の事故割合
件/100km ×100
5105
非鉄製管路の事故割合
件/100km 長）×100
5106
給水管の事故割合
5107
漏水率
5108
給水件数当たり漏水量
5109
断水・濁水時間
％
[（ダクタイル鋳鉄管延長＋鋼管延長）/管路
総延長]×100
（鉄製管路の事故件数/鉄製管路総延長）
（非鉄製管路の事故件数/非鉄製管路総延
件/1000
（給水管の事故件数/給水件数）×1000
件
％
（年間漏水量/年間配水量）×100
m3/年/件 年間漏水量/給水件数
時間
（断水・濁水時間×断水・濁水区域給水人
口）/給水人口
番号
指　標　項　目
単　位
業　務　指　標　の　定　義
5110
設備点検実施率
％
（電気・計装・機械設備の点検回数/電気・
計装・機械設備の法定点検回数）×100
5111
管路点検率
％
（点検した管路延長/管路総延長）×100
5112
バルブ設置密度
5113
消火栓点検率
5114
消火栓設置密度
5115
貯水槽水道指導率
基/km
％
基/km
凡例　：
H15
H23
H24
128.57 130.77 130.77 130.77
52
25
17
49
バルブ設置数/管路総延長
20.9
21.8
22.9
23.0
（点検した消火栓数/消火栓数）×100
33.5
32.2
100.0
100.0
4.1
4.0
3.8
4.6
4.0
2.6
81.6
消火栓数/配水管延長
％
（貯水槽水道指導件数/貯水槽水道総数）
×100
-
検査等実施していない。
データなし 検査等実施したが資料なし。
＊
H10
データ等一部不確定分を含む。
-
６．国際：我が国の経験の海外移転による国際貢献
番号
指　標　項　目
単　位
業　務　指　標　の　定　義
H10
H15
H23
H24
ａ）技術の移転
6001
国際技術等協力度
人・週
人的技術等協力者数×滞在週数
0
0
0
0
年間人的交流件数
0
0
0
0
ｂ）国際機関、諸国との交流
6101
国際交流数
件
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